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栽
樹
倉
の

起
源

噸雌鮒紳

熊
本
に
於

け
る
提
灯

行
列
の
嚇

矢

此
の
熊
本
に
先
鞭
を
つ
け
た
催
し
は
、
一
部
人
士
の
非
難
も
あ
っ
た
ら
う
け
れ
ど
も
、
到
る
虚
拍
手
喝
采
を
以
て
迎
へ
ら
れ
、
「
高

等
中
學
萬
歳
を
連
呼
す
る
も
の
幾
千
人
ぞ
と
私
語
し
た
」
と
、
第
一
一
十
五
號
に
も
記
し
て
あ
る
。
記
者
は
叉
、

（
前
略
）
何
物
の
酔
漠
ぞ
、
崩
然
た
る
隊
伍
を
横
ぎ
ら
ん
と
し
た
る
も
の
あ
り
し
か
、
憐
れ
な
る
酔
漢
は
堀
君
一
個
唱
の
下
に
投

げ
去
ら
れ
、
復
ぴ
起
ち
て
杭
す
る
能
は
ざ
り
し
は
笑
止
な
り
念
。

と
述
べ
て
ゐ
る
・
粛
然
た
る
隊
伍
と
は
、
肚
會
に
對
す
る
責
任
上
か
ら
考
へ
て
も
、
弧
ち
自
書
自
讃
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
而

し
て
そ
の
酔
漠
の
暴
暴
も
、
軍
な
る
悪
戯
か
ら
か
、
そ
れ
と
も
こ
の
行
に
對
す
る
反
感
か
ら
か
は
、
知
る
由
も
な
い
の
で
あ
る
。

而
し
て
そ
の
後
幾
度
か
催
さ
れ
た
の
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
一
を
記
す
必
要
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

五
栽
樹
會

亭
を
と
し
て
聟
ゆ
ろ
幾
百
と
な
き
松
樹
や
、
本
門
よ
り
中
門
ま
で
の
道
路
の
左
右
の
櫻
樹
や
、
植
物
園
内
の
草
木
な
ど
に
就
い
て

は
、
蕊
に
も
一
言
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
職
員
生
徒
墨
っ
て
の
愛
校
の
精
榊
の
現
れ
の
一
つ
と
し
て
、
更
め
て
栽
樹
會
の
こ
と
を
記

栽
樹
會
の
こ
と
は
、
明
治
一
一
十
九
年
乃
至
一
一
一
十
年
の
本
校
一
覧
に
も
掲
げ
て
あ
る
通
り
、
一
一
十
八
年
一
一
月
、
そ
の
發
會
式
を
曇
げ

た
の
で
あ
る
が
、
今
そ
の
第
五
高
等
學
校
栽
樹
會
規
則
（
警
學
部
ヲ
除
ク
）
第
一
條
を
案
ず
る
に
、
「
本
會
ハ
第
五
高
等
學
校
職
員
生

徒
及
本
校
二
縁
故
ア
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
組
織
シ
校
内
一
一
樹
木
ヲ
栽
培
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
と
あ
り
、
會
務
を
線
理
す
る
所
の
會
頭
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遺
四
六
三

は
、
蕊
に
も
二
一

し
て
置
き
た
い
。
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遺
四
六
二

而
し
て
「
兎
狩
二
要
ス
ル
モ
ノ
」
と
し
て
記
さ
れ
て
ゐ
る
中
に
、
「
職
員
竝
一
一
生
徒
ト
モ
凡
式
百
人
」
、
「
唐
芋
午
后
ノ
休
息
二
百
斤

金
一
一
一
十
六
銭
酒
壹
樽
五
圓
」
等
が
遣
っ
て
ゐ
る
。

四
提

灯
行

列

明
治
一
一
十
七
年
三
月
九
日
に
畢
行
せ
ら
れ
た
天
皇
皇
后
雨
陛
下
大
婚
滿
一
一
十
五
年
奉
祇
や
、
そ
の
夜
行
は
れ
た
提
灯
行
列
に
就

い
て
は
、
既
に
述
べ
て
置
い
た
が
、
熊
本
に
於
け
る
提
灯
行
列
の
噴
矢
左
爲
せ
る
意
味
に
於
て
、
更
に
一
言
す
る
必
要
を
感
ず
る
・

そ
れ
に
關
し
て
は
、
大
正
十
五
年
十
一
一
月
一
一
十
五
日
發
行
第
一
一
百
號
特
輯
記
念
號
所
録
、
隈
本
繁
吉
氏
の
「
龍
南
の
上
古
史
を
辿
り

て
」
の
一
文
を
引
用
し
て
見
れ
ば
、

行
列
を
な
す
の
は
、
新
聞
紙
の
所
報
に
依
れ
ば
、
第
一
高
等
中
學
校
の
み
で
他
に
は
右
様
の
催
し
が
な
い
や
う
で
あ
っ
た
。

一
五
を

（
前
略
）
明
治
天
皇
御
大
婚
一
一
十
五
年
の
祗
典
、
所
謂
銀
婚
式
を
蕊
は
せ
ら
る
シ
事
と
な
り
、
我
五
高
に
於
て
も
提
灯
行
列
を
行

ひ
奉
覗
の
誠
意
を
表
し
た
の
で
あ
る
が
、
之
は
今
か
ら
思
へ
ば
何
で
も
な
い
や
つ
で
あ
る
が
、
其
當
時
で
は
實
際
非
常
に
骨
の
折

れ
た
問
題
で
あ
っ
た
。
當
時
の
総
理
大
臣
は
伊
藤
伯
（
後
の
公
爵
）
外
務
大
臣
は
陸
奥
氏
（
後
の
伯
爵
）
で
、
一
外
交
軟
弱
の
鑿
が

頗
る
高
く
、
そ
れ
で
御
大
婚
一
一
十
五
年
の
奉
祀
も
、
政
府
が
國
民
の
心
持
を
稗
摸
す
る
爲
だ
と
唱
ふ
る
向
も
あ
り
、
蓬
し
き
は

西
洋
風
の
銀
婚
式
な
ど
は
、
我
國
柄
と
し
て
如
何
か
と
い
ふ
風
に
書
き
立
て
る
新
聞
紙
も
あ
っ
た
や
う
で
あ
る
。
又
今
で
こ
そ

提
灯
行
列
は
何
等
新
し
き
も
の
で
は
な
い
が
、
當
時
は
頗
る
ハ
イ
カ
ラ
の
も
の
に
も
思
は
れ
た
の
で
あ
る
。
概
ね
九
州
人
の
み
に

て
固
め
ら
れ
寧
ろ
保
守
的
と
銘
打
た
れ
た
る
其
の
頃
の
五
高
と
し
て
、
而
も
前
陳
の
如
き
霊
園
氣
が
濃
厚
に
漂
ひ
た
る
熊
本
に

て
、
提
灯
行
列
に
よ
り
奉
班
の
誠
意
を
表
す
る
と
い
ふ
の
は
、
破
天
荒
の
企
て
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
實
際
此
「
銀
婚
式
」
に
對

す
ら
全
國
の
重
立
て
る
學
校
ｌ
今
日
ょ
：
畢
校
の
数
は
固
よ
り
非
常
に
少
い
の
で
あ
る
が
ｌ
の
奉
祀
方
に
就
て
も
、
提
灯
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栽
樹
倉
の

解
散

辮繊筋に

を
中
止
す
る
の
状
態
に
あ
り
。
遂
に
一
一
一
十
三
年
二
月
一
日
を
以
て
Ⅲ
栽
樹
倉

そ
の
餘
澤
を
鑿
っ
て
ゐ
る
も
の
の
中
で
も
、
門
内
や
替
學
寮
玄
關
横
の
機

は
．
熊
本
附
近
に
於
け
る
特
色
あ
る
櫻
花
の
一
つ
と
な
っ
て
居
り
、
校
長
官

舍
の
そ
れ
も
、
當
時
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
松
の
翠
の
合
間
に
、
來
ろ

秋
毎
に
錦
を
飾
っ
て
ゐ
る
機
に
し
て
も
、
観
賞
と
寳
用
と
よ
り
し
て
、
相
営

種
類
を
選
鐸
し
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。

敷
地
の
狭
隆
を
朱
す
虞
れ
か
あ
る
の
で
、
残
金
十
四
回
九
十
一
一
一
銭
を
以
て
、
・
草
木
を
購
入
し
て
植
物
園
に
植
ゑ
た
後
は
、
舎
費
徴
收

を
中
止
す
る
の
状
態
に
あ
り
。
遂
に
一
一
一
十
一
一
一
年
二
月
一
日
を
以
て
、
栽
樹
會
を
解
散
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
今
日
に
及
ん
で

は
⑯
生
徒
の
教
育
上
必
要
な
る
費
用
を
補
助
す
る
こ
と
も
あ
る
べ
き
旨
を
定
め
て
ゐ
る
の
も
、
匙

か
シ
ろ
規
定
に
基
い
て
植
付
け
ら
れ
た
樹
木
も
、
年
毎
に
姉
え
て
略
そ
の
目
的
を
達
し
、
且
、
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内門正るた漫燗花櫻
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に
は
⑪
當
分
の
内
、
學
校
長
に
依
嘱
し
、
若
干
名
の
幹
事
は
、
會
頭

の
指
名
に
て
、
會
員
中
よ
り
之
を
命
ず
る
こ
と
学
な
っ
て
ゐ
鐙
。

而
し
て
そ
の
會
費
は
、
第
六
篠
に
、
「
會
員
〈
舎
費
ト
シ
テ
職
員
〈

月
俸
百
分
ノ
｜
生
徒
ハ
｜
名
金
武
鐘
宛
毎
年
一
月
八
日
ヨ
リ
同
三

十
一
日
マ
デ
本
會
幹
事
一
一
納
付
ス
ヘ
シ
但
本
校
一
一
縁
故
ア
ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
本
會
ノ
會
員
タ
ル
モ
ノ
ハ
五
銭
以
上
随
意
一
一
其
額
ヲ
定
〆

豫
〆
本
會
’
一
届
出
へ
シ
Ｌ
と
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
ほ
り
に
、
年
額

相
當
の
額
に
上
る
の
で
あ
る
が
、
毎
年
一
一
月
十
一
日
の
紀
元
節
を

以
て
、
栽
樹
日
と
定
め
、
倉
員
一
同
列
席
の
上
、
式
を
行
ひ
、
こ

の
日
植
付
く
べ
き
樹
木
の
麺
類
・
員
数
・
植
付
場
所
等
は
、
校
長

の
指
定
に
依
る
も
の
と
し
，
幹
事
は
、
毎
年
、
該
式
場
に
於
て
、

會
計
事
務
の
要
領
、
植
付
樹
木
の
員
数
其
他
必
要
な
る
事
項
を
報

告
す
べ
き
こ
と
笛
と
な
っ
て
ゐ
る
Ｃ
然
る
に
、
本
會
に
於
て
剰
餘

全
あ
る
場
合
は
、
確
實
な
る
銀
行
に
預
け
置
き
、
事
宜
に
依
り
て

ざ
旨
を
定
め
て
ゐ
る
の
も
、
教
育
的
で
而
白
い
こ
と
で
あ
る
。

て
略
そ
の
目
的
を
達
し
、
且
、
工
學
部
共
他
の
建
物
も
出
来
て
、

騎手の長校淵溝
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